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E－Rモデルにおける実体定義文の構成方法（第1報）  
一国語辞書における意味説明文の特性把崖－  

日本電信電話（株） 出原良夫IDEHARA Yoshio  

サンプルとして国語辞書を用い，語の種類，説明バタ  

ーン等による意味説明文の静香問題等の特性を把握．   

Step2 語の意味の一般的な説明方法（説明法，及び構  

文バターンの類型化，図示法等）について調査・研究．   

S【ep3 実体の意味走掛こ最適な表現手法（実体定義文  

に最適な説明法，構文バターン，及び図示方法等）に  

ついて研究のうえ提案，検証．   

本報では，主としてS【eplに関する現在までの研究結   

果について述べる．   

2．国語辞書収鑓語の意味説明文特性調査の方法，  

及びその結果  

一般に，国語辞書においては，同義語・類義語との置   

き換えによる対訳型，その語の意味を直接説明する説明   

型，あるいはこれらの併用により意味記述が行われてい   

る．このうち，説明型の意味記述には，言語的解説と，   

百科的解説とがある．さらに，語はその意味が多数のも   

の（多義語）と単一なもの（ここでは仮に非多義語と呼   

ぷ）とに分かれる【6】．  

意味説明文の詳しさの特性についてみると，対訳型に  

．おいては辞書間で大同小異であるが，説明型においては   

編集方針や編者の個性が反映され【6】，また，多義語の   

場合に，その全ての語意を掲載するか，特定のものに限   

定するか（ここでは以降，網羅度と呼ぶ）によって差が   

みられる．このような理由によって同一の語の説明文の   

詳しさに辞書間で差が生じると考えられる．  

ここでは，この詳しさの違いを個人差の生じ得る要因   

に由縁した結果ととらえ，それが，①多義語・非多義語   

別，（∋説明型（言語的解説・百科的解説）別，③対訳型・   

説明型・併用型別，（む品詞別，にどのような特性を示す   

かを把達するため，説明文文字数のバラツキを評価尺度   

とし，以下によりその特性を定量的に調査・分析する．   

2．1 対象辞書の選定  

最近発行の国語辞書を中心に表1のとおり選定した．   

2．2 サンプル話の選定  

一つの辞書の各収録語の説明文平均文字数を，サンプ  

リングによる許容誤差寧10％，信頼度95％以下として   

推定するために必要な語数180をここでの必要サンプル   

量と決定し，全対象辞書に収録されている語の中からラ   

ンダムに選定した．その品詞内訳を表2に示す．   

2．3 サンプル辞書の選定  

サンプル語の説明文文字数データをもとに対象辞書間   

で平均値の差の有意差検定を行い，平均値に有意な差の   

ない辞書群として1－4を選定しサンプル辞書とした．   

2．4 意味説明文の文字数データの主成分分析   

語の説明文文字数の辞書間のバラツキの特性を抽出・   

把達するため，サンプル辞書別サンプル語別の説明文文   

字数データを表3に示すデータ行列として扱い，これに  
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1．はじめに   

景気の長期低迷傾向にバブルの崩壊が加わり，昨今の  

企業は厳しい経営環境にさらされている．このような中  

で情報技術を活用することにより顧客志向の業務屋開を  

行うことを呂指し，旧来の分業体制を抜本的に見直して  

仕事の進め方を根本的に革新するリエンジニアリングが  

注目されている，このリエンジニアリングの実現におい  

ては，部門間でのデータベースの共有【1】，あるいは統  

合データベースの活用IZlが重要とされる．   

一方，全社的，あるいは複数部門にまたがる情報シス  

テムの開発を，企業個々の情報戦略のもとに工学的な各  

種の技法を体系的に組み合せて実現を図るIE（infbma一  

【ion engineering：インフォメーション・エンジニアリ  

ング）が提唱されている〔3】．IEにおいては，情報中心  

の立場から企業全体，あるいは複数部門をまたがる業務  

領域で使用されるデータを冗長なくデータベース化する  

ために，その論理構造を一定の形式で表現するデータモ  

デルの作成が重要となる．   

IE等データ中心のアプローチにおいてはデータベー  

スの概念設計が重安となるが，この場合においては，現  

実世界の対象の意味をデータ構造に表現しやすいE－R  

モデル（entity－relationship model）【4】が使用される．E－  

Rモデルは，業務で使用されるデータの有意な集合によ  

り表現した実体（enti【y）と，それらの間の関連仕elation－  

ship）を表現する構造をもつものである．このモデルは，  

一般的に，①実体を四角形，また，それらの間の関連を  

失親等により視覚的に表現したE－R【乳⑦実体名とそ  

の業務上の意味を日本語により表現し一覧にした実体定  

義表，③実体名とこれに対応するデータ項目名を二宮だ  

丁古属性定義表，④実体間の関連についての情報を一覧  

にした関連定義表の併用によって表現を行う．（【4】他）   

これらはいずれも，個々の実体の意味や関連について  

開発，及びユーザ部門等で共通の認識を持ち，データベ  

ースの開発に反映するために有効な表現形式であるが，  

その作成作業は工学的アプローチによる生産性向上の図  

りにくいものであるため，作業者による個人差が生じや  

すく，また能率も上がりにくい現状にある．特に，②の  

実体定義表は，実体の意味をまず簡潔に把達するために  

有益な形式であるため，その作成方法について一定のル  

ール化された手法を作成することは有益と考える．   

本研究では，実体定義表の作成における実体の意味定  

義のための，一定の標準化された手法（定義文の説明法  

の形式，構文パターン，及び図示による方法等）の提案  

を目的とし，次のステップによって検討を進めることと  

する．  

Stepl実体定義文作成に個人差が生じる要因を分析す   

るため，語の意味説明方法（説明文，及び挿図等）の  
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対し分散・共分散行列による主成分分析を実施した．   

この結果は表4のとおりであり，第1，2主成分によ  

る累積寄与率が90％を示している．したがって，これ  

を第1，2主成分の散布図で示せば国1のとおりとなる．  

これから第1，2主成分の寄与率比に基づく重み付き平  

均以上のバラツキを示す51語（ここでは以降，バラツ  

キの大きい語と呼ぶ）の抽出を行った．（表5）  

2．5 説明文文字数のバラツキの特性の分析結果   

2．4で抽出された説明文文字数のバラツキの大きい  

語について，各種の分析を行った結果を表6に示す．   

表1対象辞書  

図1第1，2主成分の散布図   

3．まとめと今後の予定   

分析結果より，説明文文字数の辞書間におけるバラツ  

キに関する次の特性が把撞できた．  

① 多義語は非多義語に比べバラツキの大きいものが多   

く，その約7割は網羅皮の差に起因するものである．  

② 説明型の語のうち，′くラッキの大きいものの約8割   

は説明の詳細度の差に起因している．  

（∋ 説明型の語のうち，百科的解説の語は，言語的解説   

の語に比べバラツキの大きいものが多い．  

（D バラツキの大きい語は特定の品詞に偏らない．   

一方，【7］においては，R．Robinsonが提案した同義語  

提示，分析的，総合的，暗示的，表示的，例示的，規則  

提示，の7種類の語の説明法が示されている．   

次は，今回得た分析結果に加え言語学，あるいは記号  

論的考察等により，説明法，構文バターン等の類型化等  

を行って語の意味の一般的説明方法を整理・体系化し，  

合わせて意味を一層明確にするための図示による方法等  

についても検討する．   

さらに最終的には，E－Rモデルにおける実体定義の  

場合に特化した最適な説明法，構文バターン，あるいは  

図示方法等について提案・検証を行うこととしたい．   

検討に当たって数々の有益な助言をいただいた林担当  

部長に感謝の意を表したい．  
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表2 サげル語の品詞内訳 表3 文字数のデータ行列  

サげル  サンプル語  

辞書     1 2 ‥‥・ノ・－…－   

ズ11ズほ‾‥●ズリー・‥・   

2  

t   l  

ll l  

Il l  

u   
口 l l   

l  l   

品詞名  ン7●〟  楕成比（％）   

名詞   123  68．3   

代名詞   2  1．1   

名詞＆形容動詞  3  l．7   

名詞＆動屈   26  14．4   

動詞   19  10．6   

形容詞   2  l．1   

形容動詞   3  l．7   

副詞．凄浣罰 2  1．1   

計   18 

表4 主成分分析の結果  表5 バラツキの大き  

い語の品詞内訳  

主成  Zl   Z2  †；ワ●〟！  足朴■タけ  田子負荷  凪蘭へ◆タル    口  －0．∝H  ．8．0つ5  0．13Jl  0．997  2 l  0．050 l  0・甲4  0．（闇 山  0．05l l  田  ・8．（光3  口 ．0．96l  ロ 0．019  0．223  民有億  9247．9   封72．5  寄与寧  5（i．4  ■わ   33．4  ■わ  累積◆  56．4  ％   89．8  ％   品鏑名  掃出数  惰瓜比 し‰  名封  33  64．7  代名詞  ロ  2．0  名月＆勧罰  7  13．7  動詞  8  15．7  劃乳 層統飼  2  3．9  計  5l  100  
主成分  主成分付点   繹■1 辞書2  挿■3  辞書4   

Zl   45．19  ・90．49 ・68．1ヰ 113．41   
ち  ．105jT   ユ0．∝と   川．28   67．つ占   

表6 分析結果  
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